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オープンデータとは	
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誰でも自由に使える
公的なデータのこと	
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公的機関が保有する
データを公開し、民間
で再利用しようという

世界的な運動	

2017/02/24 Tomihiko Azuma 4 



最低限のコスト負担で、
誰でも自由に利用でき
る形式で入手できます	
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利用者や目的は全く
制限されません	
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再配布や譲渡、変更
や派生を自由に行うこ

とができます	
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目的は、 
政府の透明化、 

公共サービス向上、 
経済活性化	
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しかし、	
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面倒くさい	
よくわからない	

自分の仕事じゃない	

忙しい	 予算がない	
情報公開で十分	

何が良くなるの？？？	



とりあえず、	
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できるところから 

公開しよう！ 

(オープンデータ1.0)	
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統計	 白書	

調査	



データは出てきましたが、

なかなか効果を実感で

きません	
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そこで、	
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役に立つデータを 

公開しよう！ 

(オープンデータ2.0)	
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その中でも特に、	
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小さなデータを広域で

公開し、活用する取り組

みが注目されています	
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データを広域で活用すると、

どんな良いことがあるので

しょうか？	
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住む	働く	
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住む	働く	

移動する	



たとえば、 
図書館の蔵書データ	
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http://toshokan.city.fukuoka.lg.jp/ 	
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https://www2.lib.pref.fukuoka.jp/?page_id=75 	



全国の図書館から本
を探したい！	
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http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/ 	
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“wrong” by Azlan DuPree is licensed under CC BY 2.0	
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https://calil.jp/company/ 	
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https://calil.jp/ 	



誰でも、自由に、無料で、
ネットから使えます	
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https://calil.jp/book/4163906185 	



なぜ、カーリルは 
こんなことができるの

でしょうか？	
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OPAC 
(Online Public Access Catalog)	

 世界中の図書館が採用しているオン

ライン蔵書目録のシステム 

 図書館の膨大な蔵書の中から目的の

資料を探し出すことができる	
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＋ 
プラットフォーム型 
ビジネスモデル 

 
（詳しくはまた別の機会に）	
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誰でも、自由に、無料で、
ネットから使えます	
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さらに、もっと使い
やすく	
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https://calil.jp/doc/api.html 	

これもオープンデータです	



誰でも、自由に、無料で、
ネットから使えます	
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新しいアプリが 
次々と	
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https://calil.jp/doc/contest.html 	



図書館の蔵書データ 
事例からわかること	
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図書館の蔵書データ

を広域で公開すると、	

2017/02/24 Tomihiko Azuma 42 



民間企業や市民が 

新しいサービスを 

生み出します	
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その結果、複数の自治体が

同じような図書検索サービス

を個別に開発し、提供する

必要がなくなります	
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自治体は、図書検索サービス

に割く資源を、より高度で専門

的な分野に集中させることが

できます	
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公共サービスは、より効果

的・効率的になり、住民の

満足度を向上させることが

できます	
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広域でのデータ公開は、 

公開する自治体にとっても、 

利用する民間企業にとっても、 

さらに市民にとっても、 

すべてにメリットのあることです	
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1つの自治体が大量のデータ

を公開するよりも、 

小さなデータを広域で 

公開した方が効果があります	
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住む	働く	

移動する	



まだまだあります、	
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避難場所、時刻表、保育施
設、幼稚園、学校、AED、赤
ちゃんの駅、トイレ、予算、犯
罪、災害、交通事故、騒音、

水質、水位、危険地域、緊急
情報、飲食店、イベント、公園、

自転車道、、、	
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https://www.navitime.co.jp/maps/routeSearch 	



“今後も全国各地の自治体が公
開するデータを順次追加し、災害
時における避難支援サービスとし
てもご活用いただけるようサービ

ス向上に努めてまいります” 
（2015年3月5日株式会社ナビタイムジャパン）	
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http://corporate.navitime.co.jp/topics/pr/201503/05_2958.html 	

16都県	

47都道府県	



避難場所、時刻表、保育施
設、幼稚園、学校、AED、赤
ちゃんの駅、トイレ、予算、犯
罪、災害、交通事故、騒音、

水質、水位、危険地域、緊急
情報、飲食店、イベント、公園、

自転車道、、、	
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https://transit.land/feed-registry/ 	



ところで、 
 

データがバラバラだと 
 

広域で活用できないのでは？	
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図書館の蔵書データ	
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OPAC 
(Online Public Access Catalog)	

 世界中の図書館が採用しているオン

ライン蔵書目録のシステム 

 図書館の膨大な蔵書の中から目的の

資料を探し出すことができる	
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避難場所	
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IMI共通語彙基盤 
（Infrastructure for Multilayer Interoperability）	

 データに用いる用語を共通化し、情報
の共有や活用を円滑に行うための共
通語彙基盤を整備 

 データで用いる様々な用語の表記、
意味、構造を統一し、分野を超えて
データの検索向上やシステム連携強
化を実現 
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https://imi.go.jp/tools/4328/	



時刻表	
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GTFS 
（General Transit Feed Specification）	

 公共交通機関の時刻表とその地理的
情報に使用される共通形式 

 GTFS の「フィード」を利用することで、
交通機関は乗換案内データを公開し、
開発者は相互運用可能なアプリケー
ションを作成することができる 
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本日のまとめ	
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オープンデータとは	
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誰でも自由に使える
公的なデータのこと	
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しかし、	
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面倒くさい	
よくわからない	

自分の仕事じゃない	

忙しい	 予算がない	
情報公開で十分	

何が良くなるの？？？	



とりあえず、 

できるところから 

公開しよう！ 

(オープンデータ1.0)	
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データは出てきましたが、

なかなか効果が実感で

きません	
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そこで、 

役に立つデータを 

公開しよう！ 

(オープンデータ2.0)	
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その中でも特に、 

小さなデータを広域で

公開し、活用する取り組

みが注目されています	
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住む	働く	

移動する	



データを広域で活用すると、

どんな良いことがあるので

しょうか？	
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自治体は、広域でデータを公開

することにより、民間企業の参

入を促し、公共的なサービスの

一部を民間に委ねることができ

るようになります 
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https://calil.jp/ 	
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https://www.navitime.co.jp/maps/routeSearch 	



自治体は、同じような情報サー

ビスに貴重な資源を繰り返し投

入する必要がなくなり、自治体

の本来業務である、より高度で

専門的な分野に資源を集中さ

せることができます 
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その結果、公共サービスをより

効果的・効率的に改善すること

ができ、住民の満足度を向上さ

せることができます 
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一方、民間企業は、広域データ

を活用した独創的なサービスを

生み出し、国際的な競争力を高

めることができます 
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https://calil.jp/doc/contest.html 	



広域でのデータ公開は、 

公開する自治体にとっても、 

利用する民間企業にとっても、 

さらに市民にとっても、 

すべてにメリットのあることだ 

ということを理解していただけました

でしょうか？	
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避難場所、時刻表、保育施
設、幼稚園、学校、AED、赤
ちゃんの駅、トイレ、予算、犯
罪、災害、交通事故、騒音、

水質、水位、危険地域、緊急
情報、飲食店、イベント、公園、

自転車道、、、	

2017/02/24 Tomihiko Azuma 84 



BODIKは 
自治体のデータ公開を 

支援しています	
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面倒くさい	
よくわからない	

自分の仕事じゃない	

忙しい	 予算がない	

情報公開で十分	

何が良くなるの？？？	

お任せください	



自治体の皆さんが、 

直ちに、無料で利用できる 

オープンデータプラットフォーム 

をご提供します	
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ありがとうございました。 
 

資料請求やお問い合わせは 
下記までお願いいたします 

 
azuma@isit.or.jp	
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 公益財団法人 九州先端科学技術研究所
(ISIT) シニア・イノベーション・アーキテクト 

 ビッグデータ＆オープンデータ・イニシアティブ
九州(BODIK) 副会長 

 独立行政法人 情報処理推進機構(IPA) IMI検
討部会委員 

 国際大学グローバル・コミュニケーション・センタ
ー(GLOCOM) 主幹研究員(併任) 

 総務省 平成29年度地域情報化アドバイザー 


